
教 科 書 の 調 査 研 究 報 告 書 

安芸高田市・山県教科用図書採択地区合同調査員会 

校 種 教 科 教科用図書目録に搭載された教科書総数 本報告書の総 ページ数 

小学校 道 徳 ８ ４ 

調査研究の観点及び各教科書の特徴 

発行者

観点 
視点 ２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 208 光文 224 学研 232 廣あかつき 

基礎・基

本の定着 

①道徳科の学び
方等の示し方 

・四つの学習の流れ「き
づく」「かんがえる・
はなしあう」「ふりか
える・みつめる」「い
かす」を示している。 

・２年生以降は，「聞く」
「役割演技」「話合い」
等の六つの学習活動
をイラストで紹介し
ている。 

・巻頭でミニオリエンテ
ーションができるよ
うに短い教材が示さ
れている。 

・学習活動についてイラ
スト等を使い，考える
視点や話合いの方法
を示している。 

・別冊「まなび」では，
教科書とあわせた使
い方を示している。 

・別冊「まなび」の中 
に，「学びのヒント」
として，学習活動（話
す，聞く，話し合う，
役割演技をする。）に
ついての説明がある。 

・四つの学習の流れ「き
づく」「かんがえる」
「ふかめる」「つなげ
る」を示している。 

・「話合い」「役割演技」
についての説明を示
している。 

 
 

・四つの学習活動をイラ
ストや吹き出しを使
い，考える視点や話し
合う方法をあわせて
具体的に示している。 

（１年生にはなし） 
・話合いの仕方，役割演

技の仕方についての
説明がそれぞれ１ペ
ージずつある。 

・三つの学び方「きづく」
「かんがえる・ふかめ
る」「みつめる・いかす」
をイラストや写真を使
い，示している。 

・「考える・深める」の場
面での学習方法につい
て３枚の写真と言葉で
説明している。 

 

・四つの学習の流れ「と
いをみつける」「かん
がえる」「まとめる」
をイラストで示して
いる。 

・学んだことを生活に生
かす流れをイラスト
や吹き出しで示して
いる。 

・教科書の使い方や道徳
ノートの例を示して
いる。 

 

・学習活動について，「話
し合ったり演技した
り 書いたりして考
えるよ。」とまとめて
示している。 

 

・六つの学習活動を文章
で示している。（１年
生はなし） 

 

②発問の工夫 
（はしのうえの
おおかみ） 

・（１・２年）教科書に
発問は掲載されてい
ない。 

（３年以上）教材文の後
に２つ示す。 

・別冊「まなび」に主題
ごとに見開き１ペー
ジで発問を示してい
る。 
「うさぎを渡らせて
あげた時，おおかみは
どんなことを思った
でしょう。」 

・冒頭に一つ，教材の終
わりに具体的な発問
を三つ示している。 
「どうしておおかみ
は前よりずっといい
気持ちになったので
しょう。」 

・冒頭の教材名の下に一
つと教材文の終わり
に，発問三つを示して
いる。 
「おおかみは，熊の後
姿を見送りながらど
んなことを考えてい
たでしょう。」 

・冒頭の教材名の前と教
材文に後ろに二つ記載
している。 
「おおかみが前よりず
っといい気持ちになっ
たのはどうしてかな。」 

・冒頭の教材名の横に一
つ，教材文の下段に二
つと終わりに二つ発
問を示している。 
「熊の後姿を見ながらお

おかみはどんなことを考

えていたのかな。」 

・教材文の終わりに二つ
記載している。 
「おおかみは，なぜ前
よりずっといい気持
ちになったのかな。」 

・教材文の終わりに二つ
記載している。 
「おおかみは，橋の上
で熊の後姿を見なが
らどんなことを考え
ていたのでしょう。」 

主体的に

学習に取

り組む工

夫 

③問題解決的な
学習を取り入れ
た工夫 

・３年生以上は教材に入
る前のページの全面
を使い，問題意識をも
たせる工夫をし，教材
の後に問題解決学習
の流れを示している。 

 

・別冊「まなび」に主題
ごとに問題意識をも
たせる問いを示して 
いる。 

 

・教材名の下に問題意識
をもたせる問いを示 

している。 

・教材の冒頭に，問題意
識をもたせる問いを
示している。 

・問題解決的な学習がで
きるように「考えよ
う」のコーナーを設
け，学習のめあてや発
問を記載している。 

・教材の冒頭に，問題意
識をもたせる問いを
示している。 

・問題解決的な学習を取
り入れる教材は，目次
においてマークで示し
ている。 

・問題解決的な学習の進
め方について，「学習の
てびき」として学習の
めあてや発問とともに
写真入りで説明してい
る。 

・教材の冒頭に，問題意
識をもたせる問いを
記載している。 

・教材の後に「ふかめよ
う」のコーナーを設
け，問題解決的な学習
の流れを示している
ものがある。 

・教材の後の「考えよう，
深めよう」のコーナー
に，問題解決的な学習
に活用できる発問を
掲載してあるものが
ある。 

④体験的な学習
を取り入れた工
夫 

・「出会う・ふれ合う」
のマークを使い，目次
及び該当ページに示
している。 

 
 

・別冊「まなび」におい
て， 

①役割演技の方法を具
体的に示し，役割演技
を促す発問を示して
いる。 

②体験的な活動を促し
ている。 

・「ありがとう」を伝え
る。（１年）礼儀 

・世界のじゃんけんを紹
介（１年）国際理解・
国際親善 

・体験的な学習を取り入
れる教材は，目次で
「スキル」というマー
クを示している。 

・役割演技・体験的な学
習の例として，「やっ
てみよう」が１０ヶ所
掲載されている。 

・教材「なんていったら
よいのかな」（１年：善

悪の判断）において，体
験的な活動を通して，
具体的な言葉につい
て考えさせている 

・教材文の後に挿絵とと
もに役割演技を促す
発問を記載している。
役割演技のやり方に
ついて説明している。 

・体験的な学習を取り入
れる教材は，目次等に
おいてマークで示して
いる。 

・「学習の手引き」におい
て，写真を使って役割
演技の方法を説明し，
学習のめあてとともに
発問を示している。
（例：１ねん「ひつじ
かいのこども」） 

 

・教材絵の後，「あいさ
つのれんしゅうをし
てみましょう」という
言葉を示し，体験的な
活動を促している。
（１年「あいさつでげ
んきに」） 

・教材文の後の「やって
みよう」のコーナーで
役割演技の方法につ
いての説明が具体的
な発問とともに示さ
れている。 

・友達への声かけを体験
することで友情信頼
についての考えを深
める活動が紹介され
ている。（２年「竹馬
と一輪車」） 

・教材の後の「考えよう，
深めよう」のコーナー
に，役割演技に活用で
きる発問を掲載して
あるものがある。 



内容の構

成・配列・

分量 

⑤分量や教材の
数 

判型 
・AB 
ページ数 
・ｐ１２８～２００ 
 
教材数（４つの視点） 
・A８～１０ 
 B７～９ 
 C９～１２ 
 D６～８ 
 
 
 
 

判型（別冊判） 
・AB（AB） 
ページ数 
・ｐ１１８～１５０ 
（ｐ５０～５４） 
教材数（４つの視点） 
・A９～１０ 
 B７～８ 
 C１０～１３ 
 D６ 
 
 
 
 
別冊「まなび」 
・内容項目ごとに複数の

教材について，自分の
考えや友達の考えを
書くようにしてある。 

判型 
・AB 
ページ数 
・ｐ１３４～１７０ 
 
教材数（４つの視点） 
・A８～１２ 
 B６～９ 
 C１０～１３ 
 D４～８ 

判型 
・B５変型 
ページ数 
・ｐ１４５～２２１ 
 
教材数（４つの視点） 
・A８～１０ 
 B８～９ 
 C１１～１２ 
 D５～７ 

判型（別冊判） 
・AB（AB） 
ページ数 
・ｐ１５４～１９０ 
（ｐ４２） 
教材数（４つの視点） 
・A８～１１ 
 B８～１０ 
 C１２～１４ 
 D５～８ 
 
 
 
 
別冊「道徳ノート」 
・教材ごとに，主発問に

ついて自分の考えを
書くようにしてある。 

判型 
・A４変型 
ページ数 
・ｐ１５８～１９４ 
 
教材数（４つの視点） 
・A７～１２ 
 B８～１２ 
 C１２～１４ 
 D６～９ 

判型 
・A４ 
ページ数 
・ｐ１３８～１７０ 
 
教材数（４つの視点） 
・A９～１２ 
 B８～９ 
 C９～１１ 
 D６～８ 

判型（別冊判） 
・AB（AB） 
ページ数 
・ｐ１１８～１７０ 
（ｐ４４～５６） 
教材数（４つの視点） 
・A１０～１１ 
 B８～９ 
 C１０～１１ 
 D５～６ 
 
 
 
 
別冊「道徳ノート」 
・内容項目ごとに解説が

あり，自分の考え等を
書くようにしてある。 

⑥現代的な課題
等を踏まえた内
容の示し方 

・いじめ問題を題材とし
て直接的に扱う教材
と，間接的に扱う教材
の二つを，一つのユニ
ットとして組み合わ
せた「いじめのない世
界へ」を設けている。 

 
【例（第５学年）】 
「いじめのない世界へ 

やなせたかしさんの
言葉」 

「転校生がやってきた」 
「ノンステップバスで

のできごと」 

・いじめの問題ついて，
日常生活で起こりう
る問題から考えられ
る教材を選定してい
る。 

・「公正，公平，社会正
義」の内容項目をいじ
めの問題に向き合う
教材の中心として，複
数選定している。 

・「学級づくり」のペー
ジを設けている。 

 
【例（第５学年）】 
「言葉のおくりもの」 
「しらんぷり」 
「たったひとつのたか

らもの」 

・いじめ問題を扱う教材
には，重点的に扱うマ
ークを使用。 

・いじめ問題を題材とし
直接的に扱う教材と
間接的に扱う教材を
選定している。 

 
【例（第５学年）】 
「知らない間のできご
と」 

「差別のない社会へ」 
「だれかをきずつける
機械ではない」 

・いじめ問題を扱う教材
には，「いじめを許さ
ない心」マークを使
用。 

・様々な内容項目からい
じめ問題に結びつく
教材を，よびかけとコ
ラムとともに一つの
ユニットとして設け
ている。 

 
【例（第５学年）】 
「すれちがい」 
「どうすればいいのだ
ろう」 
コラム「おたがいを大
切にしよう」 

・「人との関わり」をテ
ーマに複数の教材や
関連するコラムを一
つの「いじめ防止」の
ユニットとして，いじ
めを直接的に扱う教
材と間接的に扱う教
材に，コラム「心のベ
ンチ」を組み合わせ
て，学期に１回ずつ設
けている。 

 
【例（第５学年）】 
「真由，班長になる」 
「名前のない手紙」 

心のベンチ「『いじめ』
の傍観者」 

・いじめ問題を扱う教材
には，「いじめを生ま
ない心」マークを使
用。 

・いじめの防止につい
て，いじめを直接的に
扱う教材と間接的に
扱う教材を選定して
いる。 

・コラム「みんな仲よし
楽しい学校」を設けて
いる。 

 
【例（第５学年）】 
「広い心で，おたがいを

みとめ合おう」 
「まかせてみようよ」 
「みんなの劇」 

・いじめ防止をテーマと
して直接的に扱う教
材と，間接的に扱う教
材を選定している。 

・「公正，公平，社会主
義」の内容項目を中心
として，発達段階に応
じて「友情，信頼」，「親
切，思いやり」等の内
容項目においても教
材を選定している。 

 
【例（第５学年）】 
「いじめをなくすため

に」 
「言葉のおくりもの」 
「日本の『まんがの神

様』」 

・低・中学年では「仲間
はずれ」「友達どうし
のトラブル」等，いじ
めを間接的に扱った
教材を選定し，高学年
では，いじめを直接的
に扱った教材も合わ
せて選定している。 

・「善悪の判断，自律，
自由と責任」の内容項
目を中心として，発達
段階に応じて「友情・
信頼」，「公正・公平，
社会主義」等の内容項
目においても教材を
選定している。 

 
【例（第５学年）】 
「金曜日の班活動」 
「魚の世界」 
「ぼくの名前よんで」 

内容の表

現・表記 

⑦巻頭・巻末等の

取扱いの工夫 

巻頭 
・「これから一年間で学

ぶこと」として，四つ
の視点ごとに教材名
を示している。 

・「道徳の学習をすすめ
るために」を示してい
る。 

・第２学年以上は，「道
徳 の 時 間 が 始 ま る
よ！」を折り込みペー
ジで示している。 

 
 
 
 
 
巻末 
・「学習の記録」「学習の

ふり返り」「これから
もかがやく自分に！」
を設けている。 

・各教科等における道徳
教育と関連する付録

巻頭 
・「道徳の学習を始めよ

う」「学級づくり」を
示している。 

・別冊「まなび」の目次
には，四つの視点で色
分けしたマークとと
もに，掲載している全
ての教材名を示して
いる。 

・別冊「まなび」には，
「まなびの道しるべ」
「教科書『まなび』の
使い方」を示してい
る。 

 
 
巻末 
・「ふるさとコラム」を

示している 
・内容項目別教材一覧を

四つの視点別，関連す
る現代的な課題等を
記載している。 

巻頭 
・各学年，「道徳の学習
が始まるよ」「道徳で
はこんな学習をする
よ」を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巻末 
・「学びの記録」「１年間

の道徳の学習を振り
返ろう」のページを設
けている。 

・第１・２学年には，「み
に つ け よ う  れ い
ぎ・マナー」を示して

巻頭 
・目次の前には，命をテ

ーマにした詩を掲載
している。 

・第２学年以上は，「道
徳の時間」「この本で
学ぶみなさんへ」を示
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
巻末 
・第５・６学年には，「あ

なたへのメッセージ」
を示している。 

・人とよりよい関係を築
くための付録を示し
ている。 

・第３学年以上には，日

巻頭 
・「道徳のとびら」「道徳

の学び方」を示してい
る。 

・別冊「道徳ノート」の
目次には，四つの視点
で色分けをし，掲載し
ている全ての教材に
ついて，第１学年は，
かるた風のイラスト
を，第２学年以上は教
材名を示している。 

・別冊「道徳ノート」に
は，道徳ノートの使い
方を示している。 

 
巻末 
・「あすをみつめて」を

示している。 
・内容別教材一覧表を４

つの視点別で示し，他
教科との関連をマー
クとともに記載して
いる。 

巻頭 
・「さあ，道徳の学習が

始まります」「道徳の
時間は，こんな時間で
す」「いろいろな場面
で・・・」「この本の
使い方」を示してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
巻末 
・内容項目別教材一覧を

四つの視点別で示し，
現代的課題との関連
性のある内容項目等
を記載している。 

・折り込みで，「学びの
足あと」を設けてい

巻頭 
・目次の前には，詩を掲

載している。 
・「道徳の学習が始まる

よ」を示している。 
・「自分のことを書いて

みよう」を設けてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
巻末 
・内容項目別教材一覧を

４つの視点別で示し
ている。 

・「心の宝物」を設けて
いる。 

 

巻頭 
・詩を１ページで掲載し

ている。 
・第１学年は，「どうと
くのじかんは」を，第
２学年以上は，「道徳
の時間はこんな時間」
を示している。 

・「今の自分を見つめて」
を１ページで設けて
いる。 

 
 
 
 
巻末 
・第３学年以上には，教

材と関連して学びを
深める特集のページ
を示している。 

・別冊「道徳ノート」に
は，折り込みで，「心
のしおり」を設けてい
る。 

【全ての発行者に掲載されている教材】 
「かぼちゃのつる」（第１学年） 「はしの上のおおかみ」（第１学年） 「金のおの／きんのおの ぎんのおの」（第１，２学年） 「七つの星／ひしゃくぼし／七つぼし」（第１，２学年） 
「ブラッドレーのせい求書／お母さんのせい求書」（第３，４学年） 「花さき山」（第３，４学年） 「雨のバス停留所で」（第４学年） 「手品師」（第５，６学年） 



を示している。 
・「学習のまとめ」のペ

ージを，学期ごとに色
分けをし，設けてい
る。 

・別冊「まなび」には，
「まなびのヒント」と
して，話合いの仕方等
を示している。 

・各学年の別冊「まなび」
には，保護者向けに四
つの視点の内容とと
もに，めざすこと，教
材を示している。 

いる。 
・各学年，内容項目別教

材一覧を四つの視点
別で示し，現代的な課
題との関係，他教科・
領域との関係，第３学
年以上には，「まなび
リンク」のマーク等を
記載している。 

 

本の伝統文化につい
て示している。 

・各学年，内容項目別教
材一覧を四つの視点
別で示し，現代的な課
題等との関わり，他教
科・領域との関わりを
記載している。 

・別冊「道徳ノート」に
は，「道徳の学習で学
んだことを書きまし
ょう。」のページを設
けている。 

・第１学年の別冊「道徳
ノート」の目次には，
四つの視点で色分け
し，全ての教材名を示
している。 

る。 
 

 

⑧教材の内容を

理解させる工夫 

マーク 
・「出会う・ふれ合う」 

コミュニケーション
活動による相互理解
を深める学習 

・「つながる・広がる」 
各教科等と関連づけ
た学習 

・「問題を見つけて考え
る」問題解決的な学習 

・「いじめのない世界へ」
いじめをしない，許さ
ない心を育てること
ができる学習 

・「情報モラル」 
情報モラルを扱った
教材 

・「Dマーク」QRコード 
内容に関連した動画
にリンク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャラクター 
「こころん」 

発問を示す。 
 

マーク 
〈本冊「きづき」〉 
・「ともにいきる」 

いじめに関わる教材 
・「情報モラル」 

情報モラルを扱った
教材 

・「コラム」 
関連する補助資料と
しての読み物コラム 
 

〈別冊「まなび」〉 
・「こころのパレット」 

主に，授業の導入等で
活用する教材 

・「かんがえよう」は中
心発問，「みつめよう」
は後段での発問，「や
ってみよう」は体験的
な学習活動 

・「つなげていこう」 
授業を振り返っての
自己評価 

・「鉛筆マーク」 
自分や友達の考えを
書く欄 

・補助資料にリンクする
QR コード 

マーク 
・「いじめをなくす」黄
色「情報モラル」青色 
「生命尊重」赤色 
・中心的な発問をマーク

で示している。 
・「スキル」 
体験的な学習ができ

る 
・「考えよう」 
「深めよう」 
「つなげよう」 
「やってみよう」 
問題解決的な学習が
できる・体験的な学習
ができる 

・「まなびリンク」 
QR コードが補助資料
にリンク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャラクター 
「とりどり先生」 
 主題へ誘う発問 

マーク 
・「学習のまとまり」 

１年間を三つのまと
まりに分けた 

・中心的な発問をマーク
で示している。 

・「コラム」 
現代的な課題につい
て考えることができ
る内容 

・「考えよう・話し合お
う」学びのめあて 

・「つなげよう」 
他教科等との関連や
日常生活，次の道徳の
授業へとつなげる。 

・QR コードがデジタル
コンテンツにリンク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャラクター 
「こころん」 
 児童と教材を結びつ
ける問い 

「きらりん」 
 めあてに沿った発問 

マーク 
・「学び方マーク」 

体験的な学習，問題解
決的な学習を散り入
れた指導例と，多様な
実践活動を生かす学
習に対応した指導例 

・「考えてみよう」 
「見つめよう生かそ
う」ねらいに迫る発問
等 

・「ふろく」 
補助教材 

・「心のベンチ」 
道徳的価値について
考えを広げ深めるた
めのコラム 

・「教科書デジタルコン
テンツ」 
関連する動画や画像
等の資料にリンク 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

キャラクター 
「ココロウ」 

教材に入り込むきっ
かけとなる発問 

「はるひと」「あかね」 
「なおや」「りさ」 

学習をガイド 

マーク 
・「命をかがやかせる」 
「いじめを生まない

心」 
「情報社会を生きる」 

・「まとめる」「ひろげる」
学習をふり返り，授業
後につなげる発問 

・「みんなでやってみよ
う！」 
よりよい人間関係の
構築に向けたコラム 

・「情報モラル」 
情報モラルを扱った
教材 

・「コラム」 
関連する教材 

・「みんなが仲良し楽し
い学校」児童自らがい
じめの防止等に主体
的にかかわる態度を
育むためのコラム 

・「ことばのたからもの」
語彙の獲得にもつな
げるための名言や格
言 

・「オリンピック・パラ
リンピック」 
オリンピック・パラリ
ンピックを題材とし
た教材 

・「学びの足あと」 
授業の記録を書く 

 
キャラクター 
「みらいさん」 
「ゆたかさん」 
「トーリー」 
「わんだ先生」 

考えるためのポイン
トや考えを広げるた
めの見方等を示す。 

マーク 
・「いのち」 
「いのちの教育」を扱っ

たユニット教材 
・「深めよう」 
「つなげよう」 
「やってみよう」 
「広げよう」 
学習を広げ，深める 

・「考えよう」 
発問を示す。 

・「鉛筆のマーク」 
自分の思いや考えを
書きこむ 

・「家のマーク」 
家庭や地域社会と連
携する学習活動 

・「情報モラルのマーク」 
情報モラルを暑かっ
た教材 

・QRコード 
インターネットで写
真を見たり音声を聞
いたりできる教材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャラクター 
「明日香」「未来」 

表紙とともに，各学年
の一つの教材の登場
人物として示す。 

マーク 
〈本冊〉 
・「学習の道すじ」 
「学習を広げる」 
学習内容を広げたり
深めたりできるよう
に示す 

・「インターネット」 
インターネットを使
用して，関わりのある
情報にリンクできる 
 

〈別冊「道徳ノート」〉 
・「鉛筆マーク」 

教材を通して感じた
ことや考えたことを
まとめるための書き
込み欄 

言語活動

の充実 

⑨考えを伝え合

う活動の工夫 

･巻頭の「道徳の学習を
進めるために」の中に，
「考える 話し合う」
活動を示し，「話し合
いの約束」として，話
合いの留意点を示して
いる。 

･巻頭の「ちょっとみんな
で話し合ってみよう」の
中にショートストーリ
ーを例とし，自分の考え
をもつ活動を設定して

･巻頭「道徳の学習を始
めよう」の中に話合い
の状況を示している。 

･別冊「まなび」の巻末
に「まなびのヒント」
のページを設け，上手
な話し方･聞き方，上手
な話合いのポイントを
示している。 

 
 
 

･巻頭「○年生の道徳の
学習が始まるよ」の中
に話合いの意義や活動
について示している。 

・巻頭の「道徳ではこん
な学習をするよ」の「考
える」の中に「話し合
って考えよう」として
話合いのポイントを示
している。 

 
 

･巻頭の「道徳の時間は」
の中に，「考えよう」
というキーワードを用
いた学習活動の一環と
して話合いの具体的な
状況を示している。 

･巻末に，「おたがいが
ここちよくなる話し方
を身につけよう！」の
ページを設け，人と話
す時の三つの大切なポ
イントと三つの言い方

･巻頭の「道徳の学び方」
の「考える・深める」
の中に，話合いの具体
的な状況を示してい
る。話合いの具体的な
状況を示している。 

･「学習の手引き」や「心
のベンチ」の中に話合
いの流れを示してい
る。 

 
 

･巻頭の「道徳の時間は，
こんな時間です」の中
の，学習の手順に，話
し合う活動を提示し，
話合いのポイントを示
している。 

 
 
 
 
 
 

･巻頭の「道徳の学習が
始まるよ」の中の，学
習の手順「考える」の
中に，話し合う活動を
提示し，話合いのポイ
ントを示している。 

・教材の終わりの「学び
方のページ」の中に，
「活動」の欄を設け，
話合いのポイントを示
している。 ･ 

 

･巻頭「道徳の時間はこ
んな時間」の中に，学
習全体でねらいとする
活動や内容を紹介し，
話合いの意義やポイン
トを示している。 

 
 
 
 
 
 



話合いの状況を示して
いる。 

 
 
 
話し合う学習活動 
･教材の終わりに議論さ

せることを促し多様な
考えを引き出す活動を
示している。 

例：６年―白旗の少女，
手品師，夜空，あなた
はどう考える？ 

 
 
 
 
 
話し合う学習活動 
･別冊「まなび」の中に，
「かんがえよう」「や
ってみよう」のマーク
を使い，教材における
話合いの場面を設定し
ている。 

・「やってみよう」【２時
間分】 

 
 
 
 
 
話し合う学習活動 
･教材の終わりの「学び
の手引き―『考えよう』
や『深めよう』」の中
に，話合いを促す発問
を示している。  

の型を具体的に示して
いる。（5･6年） 

例：攻撃型・非主張型・
相手を思いやる自己主
張型 
話し合う学習活動 
･教材の終わりの「考え
よう・話し合おう」の
中に，教材における話
合い活動を示してい
る。 

 
 
 
 
 
話し合う学習活動 
・教材の終わりの「学習
の手引き」の中に，教
材における話し合う活
動を示している。 

 
 
 
 
 
話し合う学習活動 
･教材の終わりに教材に
おける話し合う活動を
示している。 

 
 
 
 
 
話し合う学習活動 
･教材の終わりの「学び
方のページ」の中に話
し合う活動を示してい
る。 

 
 
  
 
 
話し合う学習活動 
･教材の終わりの「考え
よう 話し合おう」の
中に，教材における話
し合う活動を示してい
る。 

⑩考えをまとめ

たり，振り返った

りする活動の工

夫 

･巻末に，１時間の授業
ごとに色を一コマ塗っ
たり，学習を振り返っ
て自己評価をマークで
描いたりするページを
設けている。また１年
間を振り返ったり，心
に残った教材を振り返
ってまとめたりするペ
ージを設けている。 

・「学習の記録」 
【３５時間分】 

･「学習のふり返り」 
【授業４３時間分】 

･「これからもかがやく
自分に！」 

【記入欄２か所】 
・「学習のまとめ」 

【学期ごとに記入欄
３か所，長期休業前
３回分】 

･別冊「まなび」に，学
習を振り返って自己評
価をマークで描いた
り，「まなびの道しる
べ」に心に残った話等
を書いたりする欄を設
けている。 

・「つなげいこう」 
【３５時間分】 
・巻頭の「まなびの道し
るべ」【２回分】 

･巻末に学習した日付や
教材で心に残ったこと
等を記入したり，一年
間の道徳の学習を振り
返ったことを記入した
りするページを設けて
いる。 

･「学びの記録」 
【４１時間分】 
【記入欄３か所】 
 
･振り返り【記入欄３箇
所】 

 

･「学習のまとまり」ご
とに，区切りのページ
を設け，「学びの記録」
とともに，自分の学び
の変化や学んだことが
生かせたことを記入す
る，「まとめ」の欄を
設けている。 

･「学びの記録」 
【３５時間分】 

・「まとめ」【【記入欄
３箇所】】 

･別冊「道徳ノート」に，
学習を振り返って自己
評価をマークで描く欄
を設けている。 

・別冊「道徳ノート」の
巻末に道徳の学習で学
んだことを書く振り返
りのページを設けてい
る。 

･別冊「道徳ノート」の
毎時間のワークシート
１ページに，自分の考
え，友達の考え，学び
のまとめを書く欄を設
けている。 

･自己評価欄 
【３８時間分】 
・学んだことの振り返り
のページ 【４回分】 

･巻末に，学習した日付，
教材番号，授業後の心
の動きや学びを記録す
る，振り返りの欄を設
けている。また，学期
末や年度末に，道徳で
学んだことを振り返っ
て記入する，「まとめ」
の欄を設けている。 

･「学びの足あと」 
【３６時間分】 

・「まとめ」【３回分】 

･巻末に，道徳の学習を
通して，心に残った言
葉や話等を記入し，１
年間の学びを振り返る
ページを設けている。 

・「心の宝物」 
【記入欄５箇所】 
 

･別冊「道徳ノート」に，
考えたり振り返ったり
したことを書く欄や，
巻末に，心に残ってい
る授業などについて記
録するページを設けて
いる。また，学習を振
り返って自己評価をマ
ークで描く折り込みを
設けている。 

・「学習の記録」 
【３６時間分】 

・「話合い活動の記録」
【２回分】 

・「体験活動の記録」 
【２回分】 
・「心に残っている授業 
の記録」【４回分】 
･「心のしおり」 
【３５時間分】 
 

 

 


